
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
有
害
図
書
類
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出

　

（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
宮
城
県
加
美
農
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴

　

収
事
務
の
委
託
（
二
件
） 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　

　

三

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

三

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

四

 
教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定 

四

 
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
漁
業
法
第
十
一
条
第
四
項
に
基
づ
く
公
聴
会
の
開
催 

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

み
や
ぎ
住
改
セ
ン
タ
ー

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

花
輪　

正

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

名
取
市
大
手
町
五
丁
目
六
番
一
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
建
築
に
関
す
る
豊
富
な
専
門
知
識
と
優
れ
た
技
術
を
有
す
る
技
術

者
と
市
民
及
び
、
医
療
・
介
護
等
の
専
門
家
が
協
力
し
、
高
齢
者
及
び
身
体
の
不

自
由
な
人
々
に
対
す
る
、
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
改
善
に
必
要
な
相
談
、
技
術

提
供
等
に
関
す
る
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
及
び
地
域
活
性

化
を
目
指
す
市
民
及
び
団
体
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
等
の
事
業

を
行
う
事
を
通
し
て
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
も
、
共
生
と
個
性
の
尊
重
を
理
念

と
し
た
、
希
望
あ
ふ
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

二　

指
定
理
由

　
　

図
書
類
の
内
容
が
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

（1）　 平成21年４月28日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2054号　　 
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番

号
一二三

種　
　

類

雑

誌

雑

誌

雑

誌

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

Ｃ
ｈ
ｕ
ッ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｄ
Ｖ
Ｄ　

５
月
号

　

１
６
１
５
１－

５

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
Ｒ
Ｅ
Ｄ
い
ち
ご　

Ｖ
Ｏ
Ｌ．

１
３

　

１
６
１
２
８－

５

東
北
Ｐ
ｌ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ　

４
月
号

　

８
０
１
４
９－

０
３

発　
　

行　
　

所

㈱
ワ
ニ
マ
ガ
ジ
ン
社

㈱
秋
田
書
店

㈱
Ｎ
Ｊ
Ｃ



　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
大
曲
地
区
土
地

改
良
事
業
（
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

東
松
島
市
役
所
及
び
東
松
島
市
鳴
瀬
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大

河
原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事

業

所

番

号

〇
四
二
一
二
〇
〇
一
七
一

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

す
け
っ
と
ホ
ー
ム

登
米
市
石
越
町
南
郷
字

小
谷
地
前
一
番
一
号

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

共
同
生
活
介
護

設
置
者
名

医
療
法
人
財
団

姉
歯
松
風
会 

指
定
年
月
日

平
成
二
十
一
年

四
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
六
〇
〇
二
〇
九

〇
四
一
〇
八
〇
〇
〇
八
〇

〇
四
一
二
二
〇
〇
二
四
八

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

白
石
市
大
川
町
一
番
六
号

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
第
二
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

角
田
市
角
田
字
町
三
十
番
地

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
第
三
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目

十
番
三
号

設　

置

者

名

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
一
二
〇
〇
〇
五
八

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

知
的
障
害
者
授
産
施
設

若
葉
園

登
米
市
東
和
町
米
川
字

西
綱
木
二
十
三－

十
六

廃
止
し
た
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

短
期
入
所

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

恵
泉
会

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日

道

路

の

種

類

路

線

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
加
美
農

業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
株
式
会
社
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社
及
び
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品

売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
釜
字
柧
木
町
十
四
番
地
の
一　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
加
美
農

業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号　
　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
釜
字
柧
木
町
十
四
番
地
の
一　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
東
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　

俊　
　

夫　
　
　

一　

就
任
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た
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任
し
た
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五
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田
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六
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字
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十
五
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役
職
名

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事
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監

事
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月

日
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名
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所

役
職
名



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

　

石
巻
市
稲
井
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

東　
　

野　
　

真　
　

人　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
八
号

　

文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
九
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲

げ
る
文
化
財
を
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
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会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

公
聴
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所
並
び
に
関
係
者
の
範
囲

二　

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件

　

漁
業
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
漁
業
権
の
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
等
の
事
前
決
定
に
つ
い
て
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若
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台
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区
六
丁
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台
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野
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田
字
浜
通
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三
番
地

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
中
在
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二
十
八
番
地

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
笹
屋
敷
百
八
十
四
番
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の
一

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
前
田
十
三
番
地

仙
台
市
若
林
区
上
飯
田
二
丁
目
八
番
十
三
号

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
原
屋
敷
五
十
二
番
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台
市
若
林
区
沖
野
二
丁
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一
番
十
五
号

仙
台
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宮
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野
区
福
田
町
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丁
目
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十
六
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区
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五
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理

事

理

事

理

事

理

事

理

事
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事

理
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理

事

理
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事
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